
 

　1　決算の概況 　4　資本的収支の状況

○ 2024年度の病院事業会計決算は、総収益が136億7600万円、総費用が152億8000万円となり、16億300万円の純損失 資本的収支 （単位：百万円）（税込）
となった。 2024年度 2023年度 対前年比 主な建設改良費

資本的収入 384 215 169 ＜建設改良費＞

損益計算書（概要） （単位：百万円）（税抜） 企業債 99 0 99 　東棟熱源設備機器等更新工事（前払金） 69
2024年度 2023年度 対前年比 入院の状況 都補助金 84 85 ▲ 1

総収益 A 13,676 13,845 ▲ 169 2024年度 2023年度 対前年比 151 1 150 ＜医療機器購入＞

経常収益 C 13,614 13,729 ▲ 115 入院収益（百万円） 8,227 8,116 112 国庫補助金 49 129 ▲ 80 乾熱滅菌減量装置 36
医業収益 E 12,361 12,215 146 延入院患者数（人） 113,467 113,497 ▲ 30 資本的支出 1,550 1,602 ▲ 52 汎用超音波画像診断装置 27
医業外収益 1,252 1,514 ▲ 261 平均在院日数（日） 10.4 10.5 ▲ 0.1 建設改良費 356 502 ▲ 146 血球自動分析装置 27

特別利益 G 63 116 ▲ 54 診療単価（円） 72,509 71,505 1,004 企業債償還金 1,194 1,100 94 透析装置 18
総費用 B 15,280 14,744 535 病床利用率（％） 71.0 70.7 0.3 資本的収支 ▲ 1,166 ▲ 1,387 221

経常費用 D 15,126 14,604 521
医業費用 F 14,387 13,846 541 外来の状況 　5　資産及び負債資本の状況

医業外費用 739 759 ▲ 20 2024年度 2023年度 対前年比
特別損失 H 154 140 14 外来収益（百万円） 3,108 3,112 ▲ 4 貸借対照表（概要） （単位：百万円）（税抜）

医業収支 E-F ▲ 2,026 ▲ 1,630 ▲ 395 延外来患者数（人） 225,712 230,990 ▲ 5,278 2024年度 2023年度 対前年比 2024年度 2023年度 対前年比
経常収支 C-D ▲ 1,512 ▲ 875 ▲ 637 一日平均患者数（人） 928.9 950.6 ▲ 21.7 土地 1,472 1,472 0 企業債 6,769 7,879 ▲ 1,110
特別損益 G-H ▲ 91 ▲ 24 ▲ 67 診療単価（円） 13,770 13,473 297 建物 6,288 6,602 ▲ 314 リース債務 0 1 ▲ 1
総収支 A-B ▲ 1,603 ▲ 899 ▲ 704 器械備品 2,082 2,397 ▲ 315 退職給付引当金 2,841 2,778 63

車両運搬具 3 1 0 固定負債　計 9,611 10,658 ▲ 1,048
　2　収益の状況 リース資産 1 5 ▲ 5 企業債 1,209 1,194 15

・ 入院患者数は2023年度と同水準を維持している一方で、診療報酬改定におけるベースアップ評価料の新設や 建設仮勘定 18 18 0 リース債務 1 5 ▲ 4
入院基本料の増などによる入院単価の増額により、入院収益は1億1200万円増加した。 電話加入権 3 3 0 未払金 972 1,048 ▲ 77
また、外来化学療法による抗がん剤治療などの増加による外来単価が増額する一方で、外来患者数が減少 敷金 2 2 0 預り金 56 58 ▲ 2
 したことにより、外来収益は 400万円減少した。 投資有価証券 200 200 0 引当金 539 505 35

・ 新型コロナ関連補助金の減額などにより、医業外収益が2億6100万円減少した。 固定資産　計 10,070 10,702 ▲ 631 前受金 0 0 0
現金預金 1,010 2,977 ▲ 1,967 流動負債　計 2,777 2,810 ▲ 33

総収益（概要） （単位：百万円）（税抜） 未収金 1,983 2,078 ▲ 94 繰延収益　計 910 846 63
2024年度 2023年度 対前年比 主な増減要因 貸倒引当金 ▲ 4 ▲ 5 2 負債　合計 13,297 14,314 ▲ 1,017

医業収益 12,361 12,215 146 貯蔵品 46 45 1 資本金　計 4,305 4,305 0
入院収益 8,227 8,116 112 診療報酬改定（ベースアップ評価料など）による増加 前払金 72 2 70 剰余金　計 ▲ 4,424 ▲ 2,820 ▲ 1,603
外来収益 3,108 3,112 ▲ 4 外来患者の減少および単価の増加 流動資産　計 3,108 5,097 ▲ 1,989 資本　合計 ▲ 119 1,484 ▲ 1,603
負担金交付金 711 685 26 救急医療にかかる繰入額の増額 資産　合計 13,178 15,799 ▲ 2,620 負債資本　合計 13,178 15,799 ▲ 2,620
その他医業収益 315 303 12

医業外収益 1,252 1,514 ▲ 261 　6　資金残高の推移
受取利息配当金 3 2 1 ・ コロナ関連の東京都からの補助金の減少や給与費の増加や物価高騰等による材料費、経費の増加により、
国庫補助金 9 10 ▲ 1 資金残高は前年度比で20億円減少した。
都補助金 552 805 ▲ 253 新型コロナ関連補助金の減少
負担金交付金 389 415 ▲ 26 小児医療に係る繰入額の減額（負担金交付金は前年度同額） キャッシュ・フロー計算書（間接法）
長期前受金戻入 180 140 41 2024年度 2023年度 対前年比
その他医業外収益 119 142 ▲ 23 東京都新型コロナ外来診療・検査体制確保医療機関協力金 １　業務活動によるＣＦ ▲ 903 83 ▲ 986

特別利益 63 116 ▲ 54 東京都感染症疑い患者一時受入医療機関受入謝金の減少 ２　投資活動によるＣＦ 36 ▲ 237 273
総収益 13,676 13,845 ▲ 169 有形固定資産の

取得による支出
　3　費用の状況 補助金等による収入 133 214 ▲ 81

・ 給与費は、ベースアップ評価料を活用した給与改定や会計年度任用職員の賞与の増などにより、6億100万円増加した。 一般会計繰入金による収入 151 1 150
・ 材料費は、原材料費等の高騰による値上げや、抗がん剤の使用量の増加などにより、1億1500万円増加した。 ３　財務活動によるＣＦ ▲ 1,100 ▲ 1,105 5
・ 経費は、物価高騰等による光熱費や委託料などの増額により、8200万円増額した。 企業債借入収入
・ 減価償却費は、南棟増築工事におけるの機械設備等に係る償却の完了により、2億1300万円減少した。 （建設改良費等財源）

企業債償還支出
総費用（概要） （単位：百万円）（税抜） （建設改良費等財源）

2024年度 2023年度 対前年比 主な増減要因 　　資金増加額 ▲ 1,967 ▲ 1,259 ▲ 708
医業費用 14,387 13,846 541 　　資金期首残高 2,977 4,236 ▲ 1,259

給与費 8,402 7,801 601 給料+185、手当+297、退職給付費+19 　　資金期末残高 1,010 2,977 ▲ 1,967
材料費 2,767 2,652 115 薬品費+64、診療材料費+51
経費 2,309 2,227 82 光熱水費+48、委託料+28
減価償却費 869 1,082 ▲ 213 器械備品減価償却+34,、建物減価償却費▲247
資産減耗費 12 58 ▲ 46 （単位：％）
研究研修費 27 26 1 2024年度 2023年度 対前年比 ※ 資金残高等は、現金預金に投資有価証券を加えたものである。

医業外費用 739 759 ▲ 20 72.1 67.7 4.4 ※ 2021年度の資金残高等には、電子カルテシステム他更新事業等の企業債発行に伴う資金13.5億円が
特別損失 154 140 14 14.2 13.8 0.4 含まれている。
総費用 15,280 14,744 535 8.8 8.5 0.3 2024年度の資金残高には、医療機器購入及び修繕工事費等の企業債発行に伴う資金1.0億円が含まれる。
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※表内の数値は端数を持っているため、合計が一致しない場合があります。
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